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●�

具
体
的
理
由
で
、新
た
な
観
光
財
源
の
必
要
性
や
使
途

が
、検
討
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
の
か
。

●�

検
討
委
員
会
で
一
人
の
委
員
は
、予
算
が
集
ま
っ
た
時

点
で
使
途
を
考
え
る
と
発
言
、４
人
し
か
出
席
し
て
い

な
い
委
員
会
も
あ
り
、委
員
会
自
体
に
信
頼
性
が
な
い
。

●�

委
員
か
ら
も
、使
途
を
明
確
に
す
べ
き
で
、観
光
地
経

営
計
画
に
書
い
て
あ
る
か
ら
で
は
結
論
に
な
っ
て
い

な
い
。ま
と
め
の
報
告
を
見
て
も
使
途
に
ふ
れ
て
い
な

い
、村
民
４
２
１
名
が
支
払
わ
な
い
と
言
っ
て
い
る
の

で
成
立
し
な
い
。

●�

観
光
統
計
は
入
込
状
況
の
み
で
、観
光
産
業
の
現
状
分

析
や
、地
域
経
済
分
析
が
で
き
て
い
な
い
。何
が
欠
点

で
何
に
投
資
を
す
る
か
の
議
論
が
な
い
な
か
で
、税
の

議
論
は
お
か
し
い
。

●�

決
意
書
の
署
名
依
頼
時
に
、人
件
費
や
配
布
さ
れ
な
い

ポ
ス
タ
ー
、廃
棄
さ
れ
る
チ
ラ
シ
に
消
え
る
の
で
は
と

信
頼
感
が
な
く
、未
来
に
向
か
っ
て
こ
う
す
る
ん
だ
、

と
言
う
こ
と
が
な
い
と
無
理
。

●�

観
光
地
経
営
計
画
、地
域
経
済
統
計
分
析
が
客
観
的
な
デ
ー

タ
な
の
か
、ど
う
い
う
根
拠
で
決
め
ら
れ
、そ
れ
が
観
光
地

経
営
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。村
民
に

と
っ
て
も
誤
解
を
生
じ
か
ね
ず
、そ
れ
を
踏
ま
え
た
シ
ス
テ

ム
作
り
が
必
要
。使
途
に
つ
い
て
も
一
部
の
人
の
た
め
に
税

金
と
し
て
集
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

●�

こ
の
村
は
、会
議
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
使
う
の
が
多
い
気

が
す
る
。コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
使
え
ば
税
金
は
出
て
い
く
し
、

そ
れ
よ
り
も
観
光
に
精
通
し
た
方
が
多
く
い
る
。そ
う
い
う

村
民
を
集
め
る
べ
き
。　

●�

委
員
会
か
ら
報
告
書
が
提

出
さ
れ
た
が
、議
会
と
し
て

こ
の
扱
い
は
。

議
長
：
答
申
書
の
説
明
は
受
け

た
が
、村
の
進
め
方
は
聞
い
て

い
な
い
。お
そ
ら
く
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

条
例
が
出
た
時
の
判
断
材
料

に
今
日
が
あ
る
。議
会
と
し
て

は
独
自
の
感
覚
で
臨
む
。

新たな観光財源の必要性・使途は

運用のしくみは

観光財源に村  民からの活発な意見
未来を見据える観光　10月９日水

　
本
年
度
の
意
見
交
換
会
は
、保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
観
光
財
源
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ

と
し
て
開
催
し
、21
名
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
村
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を
記

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

貴重なご意見をいただいて、説明する議長
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●�

テ
ー
マ
が
も
っ
と
ほ

し
い
。

●�

対
面
で
話
が
聞
け
る

こ
と
は
有
意
義
。

●�

意
見
交
換
会
が
今
ま

で
３
回
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
聞
い
た
こ

と
が
な
い
。

●�

後
継
者
不
足
の
現
場

を
知
る
こ
と
で
、事
業

承
継
の
積
み
重
ね
が

白
馬
村
の
経
済
に
影

響
し
て
い
る
。長
期
戦

略
か
ら
こ
の
問
題
を

捉
え
て
ほ
し
い
。

●�

宿
泊
税
の
他
、リ
フ
ト
会
社
も
負
担
す
る
の

が
公
平
で
は
な
い
か
。ま
た
、日
帰
り
客
の
対

応
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

●�

観
光
財
源
を
観
光
事
業
者
か
ら
徴
収
す
る
の

は
疑
問
が
あ
る
。一
般
財
源
の
な
か
で
も
少

し
ず
つ
で
き
る
の
で
は
。

●�

集
め
る
こ
と
ば
か
り
で
な
く
、蛇
口
を
閉
め

る
こ
と
も
必
要
。 

ま
た
、外
国
人
観
光
客
の

誘
客
に
12
％
取
ら
れ
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
５
％
、合
計
17
％
に
な
る
。お
客
さ
ん
の
送

迎
も
す
る
。そ
の
居
酒
屋
は
観
光
税
を
払
わ

な
い
。不
公
平
感
が
あ
る
。

●�

環
境
保
全
や
移
住
者
を
増
や
す
、か
っ
こ
い

い
村
に
す
る
た
め
に
な
ど
、将
来
を
視
野
に

入
れ
た
観
光
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

●�

冬
の
外
国
人
が
来
て
い
る
状
況
は
一
時
的
で
、

身
の
丈
以
上
の
対
応
に
苦
労
し
て
い
る
。検

討
委
員
会
で
は
20
％
位
の
徴
収
コ
ス
ト
を
検

討
し
て
い
な
い
。ま
ず
は
お
客
さ
ん
か
ら
も

ら
え
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
。あ
の
ツ
ェ

ル
マ
ッ
ト
で
さ
え
１
０
０
年
か
か
っ
た
。

●�

外
国
人
も
含
め
村
内
全
員
か
ら
村
税
を
徴
収

す
る
仕
組
み
を
考
え
て
ほ
し
い
。そ
こ
か
ら

観
光
財
源
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

●�

目
的
税
と
し
て
考
え
た
方
が
い
い
。税
と
い

う
が
、協
力
金
と
思
う
。外
国
人
に
協
力
金
を

お
願
い
し
た
ら
、任
意
な
ら
払
わ
な
い
が
税

な
ら
払
う
と
言
わ
れ
た
。均
等
に
徴
収
す
る

税
方
式
を
。村
を
良
く
す
る
た
め
に
、財
源
確

保
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
。 

●�

小
規
模
経
営
は
後
継
者
不
足
。
稼
働
率
は
低

く
、消
費
税
が
上
が
り
、宿
泊
税
も
お
願
い
し

ま
す
で
は
、お
客
さ
ん
に
来
て
く
だ
さ
い
と

言
え
な
い
。お
客
さ
ん
か
ら
取
れ
な
い
の
で
、

宿
泊
税
は
自
腹
で
払
う
こ
と
に
。

●�

宿
泊
税
を
お
客
さ
ん
か
ら
取
る
の
は
難
し
い

と
思
う
。白
馬
は
再
生
可
能
な
バ
イ
オ
マ
ス
、

小
水
力
、太
陽
光
な
ど
電
力
事
業
社
を
村
営

で
つ
く
り
、電
力
代
の
利
益
を
村
内
で
使
い
、

村
内
で
お
金
を
回
す
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
と

思
う
。

●�

ス
キ
ー
、登
山
が
で
き
な
い
と
き
に
、プ
ー
ル

や
ジ
ム
な
ど
の
建
物
が
あ
れ
ば
と
思
う
。特

区
制
度
を
利
用
で
き
な
い
か
勉
強
し
た
い
。 

●�
有
意
義
な
交
換
会
だ
っ
た
。長
期
戦
略
か
ら

こ
の
問
題
を
捉
え
て
ほ
し
い
。

●�

４
２
１
施
設
は
支
払
わ
な
い
。宿
泊
税
を
導

入
し
た
と
し
て
も
支
払
は
一
切
し
な
い
。こ

の
こ
と
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
欲
し
い
。

新たな観光財源の在り方は 

意見交換会に対する意見

観光財源に村  民からの活発な意見
未来を見据える観光　10月９日水

村民と議
会の

意見交換
会
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新防災情報システム事業費固まる

営業施設合併浄化槽、国は助成対象外へ

総
務
社
会
委
員
会

●
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結

　

小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

の
増
減
工
で
、１
１
３
万
円
を
増
額
。

●�

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

規
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

　

特
別
職
非
常
勤
職
員
の
厳
格
化

と
、会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入

に
よ
る
条
例
の
改
廃
。

 

質
疑
・
意
見 

問
執
行
機
関
の
付
属
機
関
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
改

正
で
、地
域
公
共
交
通
会
議
と
、地

域
公
共
交
通
検
討
委
員
会
に
利
用

者
を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

答
検
討
委
員
会
に
は
入
る
。

 

討
論 

 

反
対
討
論 　
地
域
公
共
交
通
会
議

の
委
員
の
中
に
利
用
者
を
入
れ
る

べ
き
。

▽�

委
員
長
を
除
く
委
員
多
数
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●�

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例

●�

白
馬
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
と
、支
給

率
を
均
等
に
割
り
振
る
改
正
。

●�

白
馬
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
者
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
前
項
と
同
様
。

●�

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
、若
年
層

職
員
の
号
俸
を
改
定
。

●�
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
一
般
職
給
料
表
を
使
用
す
る
改
正
。

●�

白
馬
村
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

法
改
正
に
よ
り
償
還
金
の
支
払

い
を
猶
予
す
る
条
項
及
び
支
給
審

査
委
員
会
の
新
設
。

●�

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
１
３
６
万

２
千
円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を

64
億
７
７
８
６
万
４
千
円
と
す
る

も
の
。

主
な
も
の
は
、

 

総
務
課 

　

ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料

と
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
手
数
料
に

５
５
２
０
万
円
の
増
額
。新
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
事
業
の
２
か
年
の
事

業
費
が
固
ま
り
１
億
３
０
２
２
万

円
の
減
額
。
併
せ
て
事
業
債

1
億
２
９
６
０
万
円
を
減
額
し
債

務
負
担
行
為
も
改
め
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
は
、増
額

に
伴
い
１
億
１
０
０
０
万
円
を
積

立
。ふ
る
さ
と
白
馬
ひ
と
づ
く
り
基

金
は
、40
万
円
の
寄
付
が
あ
り
、一

般
財
源
加
え
て
80
万
円
を
積
立
。

問
屋
外
子
局
の
到
達
範
囲
を

考
え
新
た
な
場
所
の
用
地

交
渉
が
必
要
か
。

答
可
能
性
は
あ
る
。

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課 

　

４
月
２
日
聖
火
リ
レ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
警
備
の
ウ
ェ
ア
代
及
び
ミ

ニ
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
式
典
委

託
等
に
５
０
０
万
円
の
増
額
。

 

住
民
課 

　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
計
画
再
開
に
よ
る

94
万
円
の
負
担
金
増
。

 

健
康
福
祉
課 

　

児
童
発
達
支
援
の
小
谷
村
の
施

設
、放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

の
増
加
に
よ
る
児
童
福
祉
給
付
費

７
１
０
万
円
の
増
額
。

●�

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
９
万

５
千
円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を

11
億
１
０
３
７
万
４
千
円
と
す
る

も
の
。

●�

請
願
第
８
号　

幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
の
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
る
給
食
の
副
食
費
に
つ
い

て
白
馬
村
と
し
て
保
護
者
の
負

担
を
免
除
す
る
た
め
の
請
願

　

消
費
税
増
税
に
伴
い
幼
児
教
育
、

保
育
料
は
無
償
化
さ
れ
た
が
、村
で

は
副
食
費
は
保
護
者
が
負
担
。県
下

61
市
町
村
は
独
自
軽
減
す
る
。村
も

手
厚
い
施
策
を
お
願
い
し
た
い
。

請
願
者
か
ら
申
し
出
が
あ
り
説
明
。

 

請
願
者
へ
の
質
疑 

問
請
願
事
項
の「
認
可
保
育

施
設
」に
は
、幼
稚
園
は
含

ま
れ
な
い
が
。

答

 

請
願
者
説
明 

幼
稚
園
も

い
れ
て
ほ
し
い
。

 

質
疑
・
意
見 

問
無
償
化
す
れ
ば
、年
間
の

負
担
は
。

答
保
育
園
で
44
％
、幼
稚
園

で
46
％
は
既
に
減
免
。保

育
園
・
幼
稚
園
合
わ
せ
れ
ば
約

４
６
０
万
円
が
必
要
。

 

意
見 

　

４
６
０
万
円
で
子
育
て
支
援
策

が
充
実
す
る
な
ら
そ
っ
ち
を
取
る

べ
き
。

 

意
見 

　
議
会
は
文
書
主
義
。請
願
事
項
の

認
可
保
育
施
設
だ
け
を
取
り
上
げ

採
択
す
れ
ば
、し
ろ
う
ま
保
育
園
だ

け
と
な
る
。

 

討
論 

 

不
採
択  

請
願
文
書
は
認
可
保
育

施
設
の
副
食
費
で
幼
稚
園
は
入
ら

な
い
。不
公
平
に
な
る
。

 

採
択  

他
町
村
並
み
に
し
て
ほ
し

い
。

▽�

委
員
長
を
除
く
委
員
少
数
の
賛

成
に
よ
り
不
採
択

●�

陳
情
第
14
号　
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
を
求
め
る
陳
情
書【
継

続
審
査
】

●�

陳
情
第
15
号　
通
学
バ
ス
の
運

行
と
こ
の
冬
か
ら
の
試
験
運
行

に
関
す
る
陳
情
書【
継
続
審
査
】

　

一
括
で
審
査
と
自
由
討
議
を

行
っ
た
。

 

質
疑 問

教
育
委
員
会
の
機
関
決
定

と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

答
地
方
教
育
行
政
の
組
織
と

運
営
に
関
す
る
法
律
で
、

村
長
と
教
育
委
員
会
の
権
限
は
区

総
務
社
会
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営業施設合併浄化槽、国は助成対象外へ
●�

工
事
委
託
に
関
す
る
変
更
協
定

の
締
結

　

公
共
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
工
事

委
託
の
協
定
金
額
を
２
４
８
万
円
減

額
す
る
も
の
。

●�

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
条

例
の
制
定

　
水
道
料
金
や
下
水
道
等
の
使
用
料
、

そ
の
他
を
審
議
す
る
た
め
の
審
議
会

を
設
置
す
る
も
の
。

●�

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）所
管
事
項

主
な
も
の
は

 

観
光
課 

　
ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
期
間
を

当
初
予
定
よ
り
７
日
間
延
長
し
３

月
８
日
ま
で
に
す
る
業
務
委
託
料

１
２
９
万
円
の
増
額
。　

 

建
設
課 

　

橋
梁
修
繕
の
進
捗
を
図
る
た
め
村

道
改
良
国
庫
補
助
事
業
１
１
７
０
万

円
を
組
み
替
え
、工
事
費
の
決
定
に

よ
る
災
害
復
旧
費
１
５
３
万
円
の
増
。

 

農
政
課 

　

新
た
な
５
年
計
画
に
よ
り
、耕
作

面
積
増
に
よ
る
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
66
万
円
の
増
。

 

上
下
水
道
課 

　

国
庫
補
助
要
綱
が
改
正
と
な
り

営
業
施
設
が
対
象
外
と
な
っ
た
た

め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業

３
２
３
万
円
の
減
。

問
今
後
の
補
助
の
考
え
方
は
。

答
増
額
の
予
算
編
成
と
し
た

い
。制
度
の
見
な
お
し
に
よ

り
国
は
営
業
施
設
を
補
助
対
象
外
と

し
、県
は
今
の
と
こ
ろ
確
約
は
な
い

が
、相
談
し
て
い
る
。

●�

令
和
元
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

　

加
入
分
担
金
１
２
４
０
万
円
等
の

増
。県
道
白
馬
‐
美
麻
線
の
改
良
事

業
延
期
に
伴
う
工
事
負
担
金
な
ど

３
５
６
１
万
１
千
円
、工
事
請
負
費

な
ど
３
２
３
２
万
４
千
円
の
減
。

●�
令
和
元
年
度
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

　

県
道
工
事
延
期
に
伴
う
県
補
助
金

等
で
３
０
４
４
万
７
千
円
の
減
、区

域
外
流
入
分
担
金
８
１
４
万
９
千
円
、

受
益
者
負
担
金
１
３
７
万
１
千
円
の

増
、県
道
工
事
延
期
に
伴
う
工
事
請

負
費
等
で
３
９
５
８
万
７
千
円
の
減
。

●�

請
願
第
７
号　

白
馬
駅
前
東
側

整
備
に
関
す
る
請
願
書

　

駅
東
側
へ
の
高
規
格
道
路
の
早
期

建
設
と
、駐
車
場
不
足
解
消
の
た
め

の
駐
車
場
建
設
と
図
書
館
等
の
公
共

施
設
建
設
で
活
性
化
を
要
望
す
る
も

の
。

請
願
者
か
ら
申
し
出
が
あ
り
説
明
。

 

請
願
者
へ
の
質
疑 

問
駐
車
場
不
足
解
消
の
た
め
、

広
島
木
材
店
跡
地
を
駐
車
場

に
と
提
案
し
た
が
、検
討
し
た
の
か
。

答

 

請
願
者
説
明 

区
と
し
て

の
協
議
は
し
て
い
な
い
。高

規
格
道
路
が
で
き
れ
ば
東
側
に
設
け

た
方
が
良
い
と
思
う
。

問
無
電
柱
化
に
な
っ
た
街
並

み
を
ど
う
す
る
の
か
。

答

 

請
願
者
説
明 

無
電
柱
化

に
関
す
る
第
三
者
委
員
会
立

ち
上
げ
が
区
で
了
承
。専
門
家
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

 

討
論 

 

採
択  

活
断
層
の
心
配
は
あ
る
が
、白

馬
の
産
業
は
西
側
に
高
い
傾
向
。東

側
に
道
路
建
設
の
請
願
は
重
い
。住

民
か
ら
の
署
名
も
あ
り
、安
曇
野
市

な
ど
の
南
部
住
民
に
訴
え
る
良
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
賛
成
。

 

趣
旨
採
択  

松
糸
道
路
の
早
期
着
工

は
望
ん
で
お
り
、村
内
の
議
論
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
も
提
起
さ
れ
た
こ

と
は
歓
迎
。無
電
柱
化
に
よ
る
街
並

み
の
案
が
な
い
。駅
を
降
り
た
際
の

白
馬
の
顔
と
い
う
こ
と
で
西
側
を
重

要
視
し
て
ほ
し
い
。

▽�

委
員
長
を
除
く
、委
員
多
数
の
賛

成
に
よ
り
趣
旨
採
択
。

●�

請
願
第
９
号　

免
税
軽
油
制
度

の
継
続
を
求
め
る
請
願
書

　

軽
油
取
引
税
の
課
税
免
除
の
特
例

措
置
が
令
和
３
年
３
月
末
に
廃
止
さ

れ
る
に
あ
た
り
、継
続
を
求
め
る
意

見
書
を
政
府
各
機
関
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
も
の
。

▽�

委
員
会
と
し
て
意
見
書
を
提
出
。

●�

陳
情
第
16
号　

リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
補
助
金
制
度
策
定
に
関

す
る
陳
情
書

　

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
を
営
業

施
設
ま
で
拡
大
し
た
内
容
で
策
定
す

る
よ
う
求
め
る
も
の
。

産
業
経
済

別
さ
れ
て
い
る
。教
育
委
員
会

の
中
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
有
効

な
手
段
と
機
関
決
定
し
た
。

問
機
関
決
定
し
て
村
長
に

予
算
付
け
を
求
め
た
か
。

答
教
育
委
員
会
単
独
実
施

で
は
な
く
、公
共
交
通

網
形
成
計
画
に
則
っ
て
と
考
え

て
い
る
。

 

討
論  

 

趣
旨
採
択  

必
要
性
は
感
じ
て

い
る
。冬
に
間
に
合
わ
せ
る
に

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

 

採
択  

村
づ
く
り
の
基
本
は
、村

民
要
望
の
強
い
事
業
を
事
業
化

す
る
こ
と
。

 

採
択
・
趣
旨
採
択  

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
陳

情
は
採
択
。村
バ
ス
の
会
の
方

は
当
事
者
で
は
な
く
趣
旨
採
択
。

▽�

陳
情
第
14
号　
委
員
長
を
除

く
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り

趣
旨
採
択

▽�

陳
情
第
15
号　
委
員
長
を
除

く
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り

趣
旨
採
択

●�

陳
情
第
17
号　

白
馬
村
役

場
庁
舎
改
修
に
関
す
る
陳

情
書

　

役
場
庁
舎
・
多
目
的
施
設
の

劣
化
が
激
し
い
。計
画
を
立
て

改
修
を
。そ
の
際
は
村
内
事
業

者
の
指
名
を
望
む
陳
情
。

昨年に引き続き３月初旬まで期間を延長
ナイトシャトルバス

産
業
経
済
委
員
会
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質
疑
討
論

●
道
の
駅
構
想
は
ど
う
な
っ
た
か
。

・�

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
委
託
し
、道
の

駅
と
し
て
求
め
ら
れ
る
機
能
を
備
え
た
候

補
地
を
国
の
補
助
で
調
査
し
た
。結
果
グ

リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
横
が
候
補
地
と
し
て

あ
が
っ
て
き
た
。ま
た
、み
み
ず
く
の
杜
に

現
在
建
設
中
の
商
業
施
設
も
同
じ
よ
う
な

施
設
で
あ
る
。

・�

予
算
の
使
い
道
の
優
先
順
位
が
あ
る
。例

え
ば
、直
近
で
言
う
と
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

や
ウ
イ
ン
グ
21
の
屋
根
の
修
繕
な
ど
。

●�

台
風
19
号
で
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
が
、

松
川・
平
川
の
抜
根
作
業
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

・�

飯
田
の
犬
川
の
場
合
は
、河
床
整
備
を
建

設
課
と
姫
川
砂
防
に
要
望
し
続
け
た
。一

昨
年
か
ら
１
０
０
万
円
を
か
け
て
整
備
に

入
っ
て
い
る
。姫
川
砂
防
で
は
、住
民
の
災

害
対
応
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
策
定
し
た
。

●�
避
難
所
と
し
て
の
公
民
館
の
建
て
替
え

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
。

・�

新
田
は
、公
民
館
建
設
基
金
と
し
て
積
み

立
て
を
し
て
い
た
。宝
く
じ
の
補
助
金
を

申
請
し
た
。長
野
県
で
は
３
箇
所
の
み
の

建
設
で
あ
る
。

・�

飯
田
の
公
民
館
は
耐
震
診
断
で
は
、震
度

３
で
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
建
て
替

え
た
。神
城
断
層
地
震
の
と
き
は
、被
害
が

な
か
っ
た
。

●�

外
国
人
の
宿
泊
施
設
を
村
は
把
握
し
て

い
る
か
。

・�

観
光
統
計
は
推
測
な
の
で
、１
軒
１
軒
確

認
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

把
握
し
な
い
と
固
定
資
産
税
に
も
影
響
が

で
る
。外
国
人
は
投
機
目
的
で
、そ
の
行
く

末
は
不
安
が
あ
る
。倶
知
安
町
は
そ
の
例

で
あ
る
。不
動
産
取
引
を
規
制
す
る
の
は

難
し
い
が
、村
と
し
て
厳
し
い
計
画
が
必

要
と
思
う
。

・�

村
の
財
政
の
観
点
で
は
、村
税
収
入
は
過

去
20
数
億
円
あ
り
、今
は
13
億
円
ま
で
落

ち
込
ん
で
い
る
。外
国
人
の
税
金
の
滞
納

で
は
、大
き
な
も
の
は
な
い
。滞
納
が
多
い

の
は
国
保
税
で
あ
る
。外
国
人
の
税
の
滞

納
は
少
な
い
。村
の
税
収
を
考
え
る
と
、担

税
能
力
の
あ
る
人
が
税
を
納
め
て
い
く
と

い
う
視
点
で
考
え
て
行
く
こ
と
も
大
切
で

あ
る
。

●�

大
雨
が
降
れ
ば
中
小
河
川
が
あ
ふ
れ
る

た
め
、河
床
整
備
し
て
ほ
し
い
。

・�

河
床
整
備
に
つ
い
て
、大
楢
川
の
堤
防
の

一
部
が
低
い
部
分
が
あ
り
、県
で
は
調
査

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

恒
例
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
役
員
と
の

懇
談
会
　
11
月
18
日

全
国
表
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
㊗

議
案
60
号　

地
方
公
務
員

法
及
び
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
規

定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例

請
願
第
８
号　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
給
食
の
副
食
費
に
つ
い

て　

白
馬
村
と
し
て
保
護
者
の
負
担
を
免
除
す

る
た
め
の
請
願

議
案
第
62
号 

白
馬
村
議
会

議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

請
願
７
号　

白
馬
駅
前
東

側
整
備
に
関
す
る
請
願
書

陳
情
第
14
号　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
求
め

る
陳
情
書

陳
情
15
号　

通
学
バ
ス
の
運
行
と
、こ
の
冬
か
ら

の
試
験
運
行
に
関
す
る
陳
情
書

反
対
討
論　
加
藤
亮
輔 

地
域
公
共
交
通
会
議
の
構

成
は
行
政
と
運
輸
・
運
送
関

係
者
の
み
で
、
利
用
す
る
交

通
弱
者
や
児
童
の
保
護
者
が

指
名
さ
れ
て
い
な
い
。

賛
成
討
論　
伊
藤
ま
ゆ
み 

議
員
を
目
指
す
人
た
ち
に

報
酬
額
が
足
か
せ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
た
い
。
職
員
が

計
画
す
る
な
ど
、
コ
ン
サ
ル

等
へ
の
委
託
料
の
大
幅
削
減

を
期
待
。

賛
成
討
論　
横
田
孝
穂

白
馬
村
地
域
に
お
け
る
将

来
を
見
据
え
た
、
長
い
目
で

の
村
の
末
永
い
発
展
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
請
願
書
で
あ
る
。

賛
成
討
論　
田
中
麻
乃

両
P
T
A
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
約
８
割
が
希
望
。
保

護
者
の
意
見
を
鑑
み
緊
急
性
の
あ
る
こ
の
陳
情
を
採
択

す
べ
き
。

賛
成
討
論　
加
藤
亮
輔　

10
年
20
年
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
通
学
事
情
。
早
急

な
運
行
の
実
施
を
求
め
採
択
。

賛
成
討
論　
加
藤
亮
輔

村
は
子
ど
も
た
ち
の
通
学
バ
ス
や
移
動
手
段
の
予
算

は
０
円
。
観
光
の
バ
ス
事
業
総
額
は
２
７
３
６
万
円
。
本

末
転
倒
で
は
。
早
急
な
改
善
を
。

反
対
討
論　
津
滝
俊
幸

認
可
保
育
施
設
に
幼
稚
園
が
含
ま
れ
ず
、認
可
保
育
施

設
だ
け
の
副
食
費
免
除
は
、し
ろ
う
ま
保
育
園
の
み
に
な

り
、村
内
で
公
平
性
が
保
て
な
い
。

賛
成
討
論　
加
藤
亮
輔 

村
も
す
べ
て
の
保
育
、幼
稚
園
児
の
副
食
費
を
免
除
し
、

池
田
町
、松
川
村
と
同
じ
減
免
政
策
で
子
育
て
自
治
体
格

差
を
解
消
。

賛
成
討
論　
伊
藤
ま
ゆ
み

子
ど
も
た
ち
を
大
切
に
し
な
い
村
に
未
来
は
な
い
。
請

願
に
賛
成
す
べ
き
。
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議
決
結
果

●請願・陳情文書●

件　　　名 議決結果

損害賠償事件に係る損害賠償額に専決処分報告について 報告事項

工事変更請負契約の締結について（生涯学習スポーツ課関係）

可決
賛成：全員

工事変更請負契約の締結について（教育課関係）

工事委託に関する変更協定の締結について（上下水道課関係）

白馬村上下水道事業経営審議会条例の制定について

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の規定に伴う関係条例の整備に関する条例について 可決
反対：加藤

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の規定に伴う
関係条例の整備に関する条例について

可決
賛成：全員

白馬村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について

白馬村特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を改正する条例について

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

白馬村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について

令和元年度白馬村一般会計補正予算（第 4 号）

令和元年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第 3 号）

令和元年度白馬村水道事業会計補正予算（第 2 号）

令和元年度白馬村下水道事業会計補正予算（第 3 号）

発　　委

免税軽油制度の継続を求める意見書 可決
賛成：全員

提出者 住所 要　旨 審査結果（文書に対して）

白馬駅前を考える会
会長　太田　勝 白馬村 白馬駅前東側整備に関する請願書

趣旨採択
賛成：田中（麻）、太田（正）、

伊藤、横田

新日本婦人の会白馬支部
支部長　高橋　英子 白馬村

幼児教育・保育の無償化の対象から除外される
給食の副食費について 白馬村として保護者の負
担を免除するための請願

不採択
賛成：伊藤、加藤、横田

白馬村索道事業者協議会
会長　倉田　保緒 白馬村 免税軽油制度の継続を求める請願 採択

賛成：全員

白馬北小学校ＰＴＡ
会長　丸山　智彦
白馬北小学校ＰＴＡ
会長　林　理恵子

白馬村 スクールバスの運行を求める陳情書
趣旨採択

賛成：田中（麻）、太田（正）、
伊藤、加藤、横田

走れ村バスの会
会長　石原　灝 白馬村 通学バスの運行と、この冬からの試験運行に関

する陳情書
趣旨採択

賛成：伊藤、加藤、横田

白馬建設業組合
組合長　池田　昌彦 白馬村 リフォーム支援事業補助金制度策定に関する陳

情書
採択

反対：丸山、田中（麻）

白馬建設業組合
組合長　池田　昌彦 白馬村 白馬村役場庁舎改修に関する陳情書 採択

賛成：全員
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北京を目指せ！白馬の宝。

一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

・気候危機への村の姿勢を示すべきでは…… 9
・白沢トレッキングコースの整備目的は…… 10
・浄化センターの安全基準は………………… 11
・来年度、通学バス予算を計上するか……… 12
・今後、森林整備に必要な金額は…………… 13

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は1問１答方式で、1人
60分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。臨場感ある本会議での傍聴
をお待ちしています。

臨場感ある本会議での傍聴を
お待ちしています。

質問内容
・駆除活動をしている猟友会員の現状は…… 14
・藤本氏採用で村の企画力は向上したか…… 15
・老朽化の激しい両小学校の統合検討は…… 16
・氷河を観光スポットとしての活用は……… 17
・運転免許証自主返納者への支援事業は……… 18
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【
気
候
変
動
問
題
】

問
気
候
災
害
を
こ
れ
以
上

激
化
さ
せ
な
い
た
め
の

温
暖
化
対
策
、省
エ
ネ
、脱
石
炭
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
な
ど
、地
域
、自
治
体
、企
業

体
、市
民
レ
ベ
ル
で
意
識
改
革

が
必
要
。気
候
非
常
事
態
宣
言

を
さ
れ
た
あ
と
、住
民
を
巻
き

込
ん
だ
具
体
的
な
施
策
を
進
め

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
の
策

定
の
考
え
は
。

答
令
和
２
年
度
が
第
５
次

総
合
計
画
の
後
期
計
画

の
策
定
の
年
に
当
た
る
。そ
の

中
で
具
体
化
な
項
目
を
つ
く
る

か
、新
た
な
計
画
と
し
て
策
定

す
る
か
は
、意
見
を
伺
い
た
い

と
思
う
。

問
環
境
施
策
を
具
体
的
に

実
行
す
る
た
め
に
特
化

し
た
組
織
を
つ
く
る
考
え
は
。

答
直
ち
に
そ
の
特
化
し
た

課
を
つ
く
る
の
は
考
え

て
い
な
い
が
、取
り
組
む
姿
勢

を
出
せ
る
よ
う
な
形
は
と
り
た

い
。問

世
界
水
準
の
環
境
配
慮

型
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
発

信
す
る
こ
と
で
、Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｂ

Ａ　

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
全
体
の
価

値
も
高
め
て
い
け
る
。三
市
村

行
政
で
気
候
変
動
適
応
広
域
協

議
会
な
ど
つ
く
り
、連
携
し
て

は
い
か
が
か
。

答
北
ア
ル
プ
ス
広
域
は
頻

繁
に
協
議
を
持
つ
機
会

が
あ
る
。連
携
事
業
の
中
で
取

り
組
み
が
で
き
な
い
か
検
討
し

た
い
。

問
白
馬
村
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
は
１
０
１
．

７
５
％
と
の
答
弁
だ
が
、楠
川

や
二
股
の
水
力
発
電
所
は
大
手

電
力
会
社
が
も
っ
て
お
り
村
内

循
環
さ
れ
て
い
な
い
。村
で
作
っ

た
電
力
は
村
内
で
消
費
す
る
循

環
型
の
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が

大
事
だ
と
考
え
る
が
、村
の
考

え
は
。

答
白
馬
の
エ
リ
ア
で
使
う

電
力
に
対
し
て
何
を
指

数
化
す
る
の
か
は
い
ろ
ん
な
方

法
が
あ
る
。意
見
交
換
す
る
中

で
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
一
部
上
場
の
大
手
企
業

が
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
に
参
入
し
て
い
る
。水
利
権

や
漁
業
権
も
含
め
て
、村
の
資

源
を
地
域
外
の
企
業
に
搾
取
さ

れ
な
い
た
め
の
対
応
は
。

答
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

答

問 災害時要配慮者の
支援体制は
自主防災組織の
共助の力が重要

【
地
域
防
災
・
危
機
管
理
】

問
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く

り
の
進
捗
状
況
は
。

答
30
地
区
中
23
地
区
。

問
残
り
の
７
地
区
が
作
成

で
き
て
い
な
い
理
由
は
。

答
地
区
の
事
情
が
あ
り
、作

成
に
当
た
っ
て
調
整
す

る
こ
と
が
多
く
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

問
平
時
か
ら
要
配
慮
者
へ

の
情
報
共
有
や
支
援
、防

災
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
か
か

わ
り
方
を
し
て
い
る
か
。

答
災
害
時
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
に
基
づ
き
、個

別
計
画
作
成
を
進
め
て
い
る
。

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
中

か
ら
緊
急
性
に
応
じ
て
、順
次

各
地
区
の
役
員
や
民
生
委
員
を

通
じ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問
平
時
か
ら
の
災
害
時
対

応
が
必
要
。
災
害
時
要

配
慮
者
参
加
型
の
防
災
訓
練
、

避
難
訓
練
の
実
施
は
。

答
災
害
時
住
民
支
え
合
い

マ
ッ
プ
づ
く
り
等
を
通

じ
て
、村
と
し
て
支
援
を
し
た
い
。

田中 麻乃 議員

気
候
危
機
へ
の
村
の
姿
勢
を
示
す
べ
き
で
は

答 問
今
こ
そ
村
民
と
と
も
に
行
動
を
起
こ
す

村が気候非常事態宣言をするきっかけとなった白馬高校生の活動。
次世代へ持続可能な地球を渡すためにも、住民一人ひとりが
小さなことから始めることが大事だ。（信濃毎日新聞より）
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【
東
山
遊
歩
道
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
】

問
昭
和
50
年
代
に
整
備
さ

れ
た
白
沢
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
再
整
備
す
る
目
的

は
。答

平
成
30
年
度
公
共
施
設

に
お
け
る
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
設
備
導
入
計
画
策
定
事
業

が
き
っ
か
け
と
な
り
、村
有
林

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
有

効
活
用
の
可
能
性
を
探
る
た
め
。

問
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な

方
が
整
備
を
し
て
い
る

の
か
。

答
昨
年
度
は
11
月
と
12
月

に
２
回
、
大
北
森
林
組

合
、白
馬
猟
友
会
、総
務
課
、農

政
課
で
踏
査
し
、今
年
度
は
５

月
か
ら
月
１
回
程
度
整
備
し
て

お
り
、９
月
30
日
白
馬
村
林
業

経
営
者
協
会
、白
馬
猟
友
会
、白

馬
ト
レ
ラ
ン
実
行
委
員
会
、

N
P
O
法
人
マ
ウ
ン
ト
オ
ン
ト

レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
、芝
浦
工
大
等

の
団
体
か
ら
協
力
を
い
た
だ
い

た
。問

き
こ
り
の
道
の
整
備
が

行
き
届
い
て
は
い
な
い

の
で
は
。

答
昭
和
53
年
に
地
域
の
要

望
に
よ
り
白
馬
グ
リ
ー

ン
ス
ポ
ー
ツ
の
森
整
備
事
業
に

合
わ
せ
て
、赤
線
や
作
業
道
な

ど
の
昔
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た

道
を「
き
こ
り
の
道
」と
し
て
整

備
を
行
っ
た
。し
か
し
、維
持
管

理
が
行
き
届
か
ず
に
荒
廃
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
過
去
が
あ
る
。

平
成
22
年
度
の
地
区
懇
談
会
で

は
、地
域
資
源
と
し
て「
き
こ
り

の
道
」の
活
用
と
整
備
に
関
す

る
要
望
が
あ
り
、約
２
年
が
か

り
で
再
整
備
を
行
っ
た
。以
後

の
整
備
に
つ
い
て
は
、各
種
団

体
が
整
備
を
し
て
い
る
。

問
今
後
の
整
備
に
つ
い
て

は
。

答
整
備
が
行
き
届
い
て
い

な
い
箇
所
も
で
て
き
て

い
る
の
が
現
状
。現
場
状
況
を

再
度
確
認
し
、整
備
状
況
が
悪

く
、危
険
度
が
高
い
箇
所
に
つ

い
て
は
、再
整
備
や
コ
ー
ス
か

ら
の
削
除
等
検
討
し
、あ
わ
せ

て
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
の
更
新
も
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

答

問 松糸道路の
村内ルートの考えは
起点決定なしでは
進まないのが現状　　

【
命
を
つ
な
ぐ
道
路
】

問
松
本
・
糸
魚
川
連
絡
道

路
の
建
設
の
話
が
出
始

め
て
か
ら
、40
年
近
く
が
経
過

し
て
い
る
。国
道
１
４
８
号
は

「
命
を
つ
な
ぐ
道
路
」と
し
て
大

変
重
要
な
道
路
。大
型
車
両
等

の
通
行
量
が
多
く
、大
き
な
事

故
で
も
あ
る
と
渋
滞
だ
け
で
な

く
通
行
止
め
と
な
り
、地
域
住

民
の「
安
心
・
安
全
」な
生
活
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
。村
内
の
一

部
で
は
地
域
高
規
格
道
路
の
基

準
に
沿
っ
た
改
良
工
事
が
始

ま
っ
て
い
る
が
白
馬
と
し
て
ど

の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
安
曇
野
市

の
起
点
と

ル
ー
ト
帯
が
決
定

し
な
い
こ
と
か
ら

事
業
全
体
が
進
ま

な
い
の
が
現
状
。村

で
は「
大
糸
線
よ
り

東
側
の
ル
ー
ト
」に

つ
い
て
、県
の
検
討

結
果
を
踏
ま
え
、村

に
と
っ
て
最
適
な

ル
ー
ト
案
の
選
択

を
し
て
い
く
。

問
安
曇
野
市

や
大
町
市

の
ル
ー
ト
帯
案
に

つ
い
て
は
、比
較
評

価
し
た
検
討
結
果

が
県
よ
り
出
さ
れ
、

今
年
度
内
に
は

ル
ー
ト
が
発
表
さ

れ
る
予
定
。こ
れ
ら

の
条
件
が
白
馬
に
与
え
る
影
響

は
。答

大
町
市
街
地
の
ル
ー
ト

帯
案
に
つ
い
て
県
か
ら

評
価
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、一
歩
前
進
と
捉
え
て
い

る
。

太田 正治 議員

白
沢
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
目
的
は

答 問
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
有
効
活
用
に

白沢トレッキングコースよりの素晴らしい展望
早いコースの開通が待たれる。
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【
村
浄
化
セ
ン
タ
ー
】

問
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
豪
雨

時
に
お
け
る
、安
全
で
あ

る
と
判
断
す
る
基
準
は
。

答

 

村
長 

大
町
建
設
事
務

所
が
公
表
し
て
い
る
姫

川
の
浸
水
想
定
区
域
図
に
、セ

ン
タ
ー
の
エ
リ
ア
は
入
っ
て
い

ま
せ
ん
。施
設
の
浸
水
被
害
の

可
能
性
は
、大
町
建
設
事
務
所

が
示
す
セ
ン
タ
ー
付
近
で
は
、

姫
川
の
計
画
高
水
位
置
は
約
８

m
高
く
、床
レ
ベ
ル
に
お
い
て

安
全
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。さ
ら
に
付
近
は
掘
り
込
み

河
道
で
あ
り
、蛇
行
し
て
い
る

水
衝
部
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
に
よ
る
護
岸
補
強
が
さ

れ
て
お
り
、護
岸
崩
壊
の
可
能

性
は
低
い
も
の
と
予
想
さ
れ
ま

す
。平
成
29
年
７
月
に
も
、7
日

間
で
１
０
０
０
mm
に
近
い
総
雨

量
で
す
が
、セ
ン
タ
ー
や
村
内

家
屋
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
豪
雨
災
害
時
の
対
応
は
。

答
 

村
長 

神
城
断
層
地
震

の
経
験
を
踏
ま
え
、村
下

水
道
事
業
継
続
計
画
で
は
、被

災
か
ら
暫
定
機
能
の
確
保
、応

急
復
旧
ま
で
を
基
本
と
し
て
、

緊
急
点
検
・
緊
急
措
置
、一
次
調

査
か
ら
の
応
急
復
旧
、二
次
調

査
か
ら
の
本
復
旧
ま
で
の
体
制

や
優
先
業
務
、目
標
時
間
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

答

問 本村における
棚田地区は
青鬼・野平・
立の間地区他　

【
棚
田
地
域
振
興
法
】

問
棚
田
地
域
の
要
件
は
、勾

配
１
／
20
で
面
積
１
ha

以
上
。本
村
の
該
当
地
区
名
は
。

答

 

村
長 

北
城
地
区
で
は
、

青
鬼
・
野
平
・
立
の
間
、神

城
地
区
で
は
内
山
・
飯
田
や
堀

之
内
の
一
部
が
該
当
し
ま
す
。

問
多
岐
に
わ
た
る
財
政
支

援
が
あ
る
同
法
の
積
極

的
な
活
用
は
。

答

 

村
長 

要
件
に
当
て
は

ま
る
こ
と
は
当
然
で
あ

り
ま
す
が
、活
動
計
画
の
策
定
・

認
定
、協
議
会
の
設
置
が
必
要

で
あ
り
、農
政
関
係
で
は
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
・
中
山
間

地
域
直
接
支
払
事
業
と
、類
似

し
て
い
る
の
で
精
査
し
判
断
し

ま
す
。ま
た
、関
連
予
算
で
は
総

務
省
・
文
部
科
学
省
・
文
化
庁
・

農
林
水
産
省
・
林
野
庁
・
国
土
交

通
省
・
観
光
庁
・
環
境
省
・
内
閣

府
な
ど
、様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
り
ま
す
の
で
、各
地
域
に
合
っ

た
事
業
を
見
極
め
検
討
し
ま
す
。

答

問 本村の経済循
環分析結果は
令和２年２月に
最終報告予定

【
経
済
循
環
分
析
】

問
本
村
で
は
、県
観
光
機
構

と
共
同
で
、観
光
に
お
け

る
経
済
効
果
や
村
外
へ
の
資
金

流
失
を
把
握
す
る
た
め
の
、経

済
循
環
分
析
を
実
施
し
て
い
る

が
、事
業
の
進
捗
状
況
は
。

答

 

村
長 

観
光
地
域
づ
く

り
に
は
、観
光
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
推
進
す
る
来
客
者

デ
ー
タ
と
地
域
経
済
実
態
の
把

握
が
必
要
で
す
。調
査
の
手
順

は
、
ま
ず
は
R
E
S
A
S
注
１

（
リ
ー
サ
ス
）等
の
既
存
統
計

デ
ー
タ
を
元
に
、村
の
経
済
構

造
を
概
略
と
し
て
把
握
し
、事

業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
郵
送

調
査
を
実
施
し
、分
析
を
行
い
、

ま
と
め
の
段
階
に
入
っ
て
い
ま

す
。12
月
中
に
第
２
回
の
有
識

者
会
議
を
開
催
し
、来
年
２
月

ま
で
に
は
最
終
報
告
が
出
来
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
郵
送
調
査
数
並
び
に
回

収
率
は
。

答
吉
田
参
事
兼
総
務
課
長 　

郵
送
総
数
７
７
６
通
、内

未
達
20
通
、回
収
率
30
・
７
％
で

す
。

松本 喜美人 議員

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
安
全
基
準
は

答 問
計
画
高
水
位
置
よ
り
約
８
m
高
く

大出地区の白馬村浄化センター

注
1 �

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム

（
R
E
S
A
S
）は
、地
方
自
治
体
の

取
組
を
情
報
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」が

提
供
す
る
、産
業
構
造
や
人
口
動
態
、

人
の
流
れ
な
ど
の
官
民
デ
ー
タ
を
集

約
し
、可
視
化
す
る
シ
ス
テ
ム
。
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【
令
和
２
年
度
予
算
編
成
】

問
平
成
30
年
度
の
観
光
関

連
の
ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
事
業
費
は
１
５
０
９
万
円

だ
が
、グ
リ
ー
ン
期
の
ア
ル
ペ

ン
ラ
イ
ナ
ー
事
業
、シ
ャ
ト
ル

バ
ス
事
業
の
令
和
元
年
度
決
算

見
込
み
額
は
。

答
ア
ル
ペ
ン
ラ
イ
ナ
ー
事

業
は
、
３
３
８
万
円
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
事
業
は
、

８
８
５
万
円
。

問
来
年
度
、通
学
バ
ス
の
運

行
予
算
を
計
上
す
る
か
。

答
総
務
課
と
教
育
課
が
連

携
し
な
が
ら
検
討
中
。

防
犯
や
熊
出
没
等
の
安
全
確

保
、降
雪
に
よ
る
路
面
状
況
、夏

季
の
異
常
な
暑
さ
対
策
な
ど
、

児
童
生
徒
の
安
心
・
安
全
な
登

下
校
に
公
共
交
通
の
利
用
は
有

効
な
手
段
で
あ
る
と
認
識
し
、

事
業
の
効
果
、優
先
度
を
判
断

し
、予
算
編
成
作
業
中
。鋭
意
努

力
し
て
い
る
。

問
嘱
託
職
員
が
、会
計
年
度

任
用
職
員
に
変
わ
る
が
、

事
務
嘱
託
職
員
及
び
、保
育
嘱

託
職
員
は
月
額
、及
び
年
収
で

平
均
何
万
円
の
待
遇
改
善
に
な

る
か
。ま
た
制
度
変
更
に
よ
る

人
件
費
総
額
は
。

答
事
務
嘱
託
職
員
は
パ
ー

ト
タ
イ
ム
で
任
用
。
勤

務
時
間
が
短
く
な
る
た
め
、月

額
給
は
下
が
る
が
、年
収
は
約

８
万
６
千
円
～
15
万
９
千
円
の

増
額
。保
育
士
は
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
。
初
級
保
育
士
で
年
収
約

16
万
５
千
円
～
21
万
７
千
円
の

増
額
。総
額
は
約
２
２
０
０
万

円
の
増
額
。

問
総
務
省
が
経
費
を
交
付

税
措
置
す
る
と
表
明
。

期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、県
は

組
合
と
２・
６
カ
月
で
妥
結
し

て
い
る
。村
も
１・
４
５
カ
月
分

で
な
く
、働
き
方
改
革
の
目
的

に
沿
っ
て
２・
６
に
す
べ
き
で

は
。答

２
年
目
以
降
の
２
・６
に

つ
い
て
は
検
討
中
。

問
平
成
30
年
度
の
村
内
公

共
施
設
の
電
気
代
は
い

く
ら
か
。ま
た
、村
内
す
べ
て
の

街
灯
代
の
総
額
は
。

答
総
額
は
約
７
０
０
０
万

円
弱
。
役
場
が
約

５
５
０
万
円
、
小
中
学
校
約

１
０
０
０
万
円
、
保
育
園
約

２
０
０
万
円
、ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
約
２
７
０
万
円
、下
水
道

施
設
関
係
約
１
８
０
０
万
円
、

ジ
ャ
ン
プ
・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

競
技
場
等
体
育
施
設
の
合
計
が

約
２
２
０
０
万
円
。街
灯
代
の

総
額
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問
庁
内
に
小
水
力
研
究
会

を
立
ち
上
げ
た
が
、小
水

力
発
電
建
設
に
向
け
た
予
算
計

上
は
。

答
令
和
元
年
６
月
に
、国
・

県
の
補
助
制
度
、財
政
面

か
ら
の
可
能
性
等
、次
の
小
水

力
発
電
の
実
現
と
可
能
性
に
つ

い
て
研
究
。有
志
と
建
設
・
農
政

課
等
の
職
員
10
名
で
５
回
の
会

議
を
重
ね
た
。小
水
力
発
電
所

を
建
設
す
る
場
合
、数
億
円
規

模
の
整
備
費
を
い
か
に
賄
う
か

が
問
題
。村
の
直
営
方
式
に
と

ら
わ
れ
ず
、民
間
資
本
の
活
用

も
研
究
す
る
。

問
国
際
観
光
都

市
を
目
指
す

村
と
し
て
は
、自
然

環
境
に
優
し
い
小

水
力
発
電
事
業
は

使
命
だ
。
ま
た
、ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
に

も
な
る
。自
治
体
が

独
自
に
電
力
会
社

を
つ
く
っ
た
群
馬

県
中
之
条
町
で
は
、

役
場
、道
の
駅
、温

泉
施
設
、保
育
園
を

含
む
学
校
施
設
、体

育
館
、野
球
場
等
25

カ
所
の
電
気
を
賄
っ

て
い
る
。定
例
会
初

日
に
、気
候
非
常
事

態
宣
言
を
出
し
た
。

次
は
実
行
だ
。庁
内

に
担
当
者
を
決
め
、

積
極
的
に
動
き
出

す
考
え
は
な
い
か
。

答

 

副
村
長 

積
極
的
に
と

い
う
こ
と
で
、研
究
会
を

立
ち
上
げ
た
。専
任
の
職
員
を

置
く
こ
と
に
は
、即
答
は
で
き

な
い
が
、小
水
力
を
重
要
視
し

て
い
る
点
は
ご
理
解
を
。

加藤 亮輔 議員

来
年
度
、
通
学
バ
ス
予
算
を
計
上
す
る
か

答 問
今
、予
算
編
成
作
業
中
。鋭
意
努
力
し
た
い

群馬県中之条町では太陽光、小水力、木質バイオマス発電を
町で取り組み２５ヵ所の公共施設に送電しています。白馬村も豊富な清流を
活用して、自然に優しいエネルギーを生み出す村に！（中之条町HPより）

町が取り組むエネルギー地産地消の仕組み
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【
森
林
整
備
】

問
白
馬
村
森
林
整
備
計
画

の
進
捗
状
況
は
。

答
計
画
は
平
成
28
年
度
か

ら
10
ヶ
年
で
、森
林
整
備

の
基
本
的
考
え
方
や
施
業
の
方

法
、森
林
の
保
護
や
作
業
道
整

備
な
ど
森
林
づ
く
り
の
長
期
的

な
基
本
構
想
。前
期
に
お
い
て

は
30
年
度
末
ま
で
に
６
か
所
約

30 

ha
を
整
備
。地
震
の
影
響
に

よ
り
計
画
は
現
在
進
ん
で
い
な

い
。来
年
度
よ
り
再
開
す
る
予

定
。問

整
備
計
画
を
実
行
し
て

い
く
為
の
予
算
は
。

答
幾
ら
必
要
か
は
、把
握
で

き
て
い
な
い
。

問
森
林
づ
く
り
県
民
税
利

用
の
事
業
と
所
有
者
の

負
担
は
。

答
毎
年
県
税
を
利
用
し
間

伐
を
含
む
緩
衝
帯
整
備

を
実
施
。間
伐
し
た
木
材
を
搬

出
・
販
売
し
、補
助
金
と
合
わ
せ

事
業
費
に
充
当
し
て
い
く
中
で
、

地
主
負
担
の
無
い
よ
う
に
合
意

を
得
な
が
ら
進
め
て
い
る
。深

空
・
八
方
口
・
塩
島
城
址
で
実

施
。問

森
林
環
境
譲
与
税（
５
年

後
に
は
森
林
環
境
税
）に

よ
る
、新
た
な
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
と
は
。

答
森
林
が
有
す
る
公
益
的

機
能
は
、温
暖
化
防
止
や

国
土
の
保
全
、水
源
の
涵か

ん
よ
う養
な

ど
広
く
国
民
の
生
命
に
恩
恵
を

与
え
る
。ま
た
、所
有
者
や
境
界

の
不
明
、担
い
手
不
足
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、採
算

に
合
わ
な
い
森
林
管
理
を
、村

が
自
ら
行
う
新
た
な
制
度
を
創

設
し
、国
民
が
等
し
く
負
担
し

森
林
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て

創
設
さ
れ
交
付
さ
れ
る
も
の
。

本
年
度
は
基
金
化
し
た
。

　

計
画
の
方
針
に
沿
っ
て
、県

や
村
、森
林
組
合
や
事
業
体
と

連
携
し
、地
域
住
民
の
意
見
を

踏
ま
え
事
業
を
進
め
る
。次
年

度
は
森
林
管
理
の
基
本
情
報
の

整
備（
森
林
簿
・
森
林
計
画
図
・

施
業
履
歴
等
）を
北
ア
ル
プ
ス

連
携
自
立
圏
で
実
施
。村
で
は

台
帳
整
備
や
所
有
者
情
報
の
調

査
な
ど
行
う
。

問
負
担
税
額
と
今
後
の
交

付
額
は
。

答
個
人
住
民
税
の
均
等
割

り
納
税
者
か
ら
年
額

１
０
０
０
円
を
徴
収
。交
付
額

は
２
７
０
万
円
を
初
め
の
３
年

間
、４
１
０
万
円
を
次
の
３
年

間
、そ
の
後
５
８
０
万
円
が
４

年
間
。10
年
間
で
３
７
８
０
万

円
。問

具
体
的
使
途
内
容
は
。

答
整
備
地
区
や
具
体
的
内

容
は
決
め
て
い
な
い
。

問
交
付
金
の
使
途
に
つ
い

て
公
表
し
て
い
く
義
務

が
あ
る
と
聞
く
。行
政
の
責
任

が
相
当
重
い
事
業
で
あ
る
と
思

う
。林
務
を
担
当
す
る
マ
ン
パ

ワ
ー
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
。

答

 

村
長 

行
政
が
主
体
と

な
っ
て
担
い
手
の
育
成

や
森
林
整
備
を
進
め
て
い
く
重

要
性
は
理
解
し
て
い
る
。現
在

兼
務
で
３
名
が
業
務
に
当
た
っ

て
い
る
。ア
ク
セ
ル
を
踏
み
た

い
が
、予
算
や
村
民
か
ら
そ
の

他
の
負
託
事
項
も
あ
り
総
体
的

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
調

査
内
容
と
今
後
の
展
開

は
。答

村
内
森
林
の
賦
存
量（
資

源
量
）の
把
握
、化
石
燃

料
と
の
比
較
、公
共
施
設
へ
の

採
算
性
等
の
調
査
を
実
施
。今

後
は
公
共
施
設
へ
設
備
導
入
を

予
定
。

津滝 俊幸 議員

今
後
、
森
林
整
備
に
必
要
な
金
額
は

答 問
全
体
の
必
要
費
用
額
の
算
出
は
し
て
い
な
い

森林環境税を活用した、里山と森林資源の有効活用に期待（岩岳山頂より）
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【
鳥
獣
被
害
対
策
】

問
地
区
的
被
害
額
は
。

答
地
区
的
に
は
、被
害
通
報

の
有
無
、通
報
内
容
は
農

地
か
ら
住
宅
地
、山
地
と
広
く

自
家
消
費
農
家
も
あ
る
た
め
試

算
が
困
難
。平
成
30
年
度
で
は

59
万
５
千
円
。

問
本
年
度
の
鳥
獣
被
害
対

策
費
５
３
４
万
３
千
円

で
足
り
る
の
か
。

答
サ
ル
、シ
カ
、イ
ノ
シ
シ

等
の
被
害
が
多
く
、農
作

物
・
観
光
客
・
住
民
へ
の
獣
害
を

軽
減
す
る
た
め
森
林
整
備
の
予

算
を
活
用
し
、緩
衝
帯
整
備
を

し
て
い
る
。９
月
以
降
は
ク
マ

の
出
没
が
多
発
し
、猟
友
会
の

出
動
が
多
く
当
初
予
算
で
は
足

り
な
い
。３
月
補
正
を
予
定
。

問
猟
友
会
員
の
人
数
と
成

果
の
実
績
は
。

答
高
齢
化
と
担
い
手
不
足

は
課
題
で
あ
る
が
、３
年

間
で
若
手
加
入
者
が
10
名
あ
り
、

会
員
数
は
現
在
31
名
で
増
加
傾

向
。鳥
獣
被
害
対
応
は
、対
策
実

施
隊
が
25
名
で
駆
除
技
術
の
向

上
を
め
ざ
し
て
い
る
。10
月
末

ま
で
の
実
績
は
小
動
物
85
頭
、

イ
ノ
シ
シ
39
頭
、ニ
ホ
ン
ジ
カ

７
頭
、ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
13
頭
。　　

問
国
、県
の
補
助
金
を
活
用

し
て
、猟
友
会
に
若
者
や

協
力
者
を
増
や
す
考
え
は
あ
る

か
。答

よ
り
有
効
な
補
助
金
等

が
あ
れ
ば
猟
友
会
増
強

の
た
め
に
取
り
組
み
た
い
。隠

れ
家
と
な
る
よ
う
な
場
所
の　

草
刈
や
、集
団
で
行
動
す
る
ニ

ホ
ン
ザ
ル
の
追
い
払
い
な
ど
を

地
区
住
民
と
協
働
で
行
い
、人

間
と
野
生
動
物
の
棲
み
分
け
を

行
う
こ
と
に
も
補
助
金
活
用
が

で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

答

問 移行後、罰則規定は
どう変わるか
通常は勧告指導・
命令。罰金も可能

【
景
観
行
政
団
体
に
移
行
し

た
場
合
、
何
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
】

問
景
観
行
政
団
体
へ
の
認

定
と
施
行
日
の
予
定
は
。

答
県
か
ら
は
、観
光
地
白
馬

村
が
移
行
し
て
頂
け
る

の
は
あ
り
が
た
い
。移
行
に
際

し
て
議
論
を
尽
く
し
、３
年
程

度
の
自
治
体
が
多
い
。景
観
法

に
よ
ら
な
い
独
自
項
目
を
記
載

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

判
断
は
村
が
行
う
。但
し
、住
民

か
ら
同
意
書
を
徴
取
す
る
こ
と

は
厳
禁
。都
市
計
画
法
に
よ
る

白
地
地
域
の
建
築
規
制
の
建
蔽

率
60
％
、容
積
率
２
０
０
％
の

見
直
し
は
可
能
だ
が
県
と
の
協

議
、立
地
適
正
化
計
画
と
の
整

合
性
が
必
要
と
意
見
を
も
ら
っ

た
。
施
行
日
は
令
和
3
年
4
月

を
予
定
。

問
住
民
意
見
を
反
映
さ
せ

る
手
段
の
実
施
が
為
さ

れ
た
か
。

答
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
含
め
て
7
回
。

そ
の
他
協
力
大
学
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
が
21
日
。

問
建
蔽
率
、容

積
率
、隣
地

後
退
、高
さ
制
限
、

エ
リ
ア
カ
ラ
ー
の

充
実
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
建
蔽
率
、容

積
率
は
景

観
法
で
は
な
く
、都

市
計
画
法
に
規
定

さ
れ
て
い
る
為
、景

観
法
は
及
ば
な
い
。

植
林
、雪
等
の
隣
地

ト
ラ
ブ
ル
は
都
市

計
画
法
の
建
築
形

態
規
制
図
を
基
準

変
更
す
る
必
要
が

あ
る
。隣
地
後
退
は

村
の
指
導
基
準
は
１
ｍ
で
あ
る

が
財
産
権
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
る
。色
彩
に
つ
い
て
は
年
代
、

個
人
的
趣
味
趣
向
が
あ
り
難
し

い
。問

違
反
が
発
覚
し
た
場
合

の
対
応
は
。

答
勧
告
指
導
が
基
本
。
踏

み
込
ん
で
過
料
、罰
金
も

可
能
で
は
あ
る
が
、ま
ず
は
景

観
行
政
団
体
移
行
後
の
体
制
作

り
が
大
切
な
課
題
。

太谷 修助 議員

駆
除
活
動
を
し
て
い
る
猟
友
会
員
の
現
状
は

答 問
若
手
加
入
者
10
名
を
含
め
て
現
在
31
名

サルの被害による保存大豆の残渣
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【
地
方
創
生
人
材
支
援
】

問
企
画
力
が
弱
い
と
の
理

由
で
総
務
省
よ
り
藤
本

氏
を
招
い
た
。氏
が
手
掛
け
た

「
観
光
振
興
の
た
め
の
財
源
検

討
」の
評
価
は
。

答
導
入
に
は
非
常
に
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
、拙
速

に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、

現
に
全
国
各
地
の
観
光
地
で
、

観
光
財
源
確
保
の
取
り
組
み
が

見
ら
れ
る
状
況
か
ら
、時
代
の

趨
勢
に
遅
れ
を
と
ら
な
い
取
り

組
み
で
あ
っ
た
と
評
価
。

問
「
ハ
ク
バ
・
バ
レ
ー
世
界

に
冠
た
る
通
年
型
マ
ウ

ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
の
実
現
に
向

け
た
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
等
に
よ
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
強
化
・
魅
力

増
強
事
業
」の
経
済
波
及
効
果

は
。答

か
な
り
の
波
及
効
果
を

期
待
し
て
い
る
。現
在
取

り
か
か
っ
て
い
る
産
業
連
関
表

の
研
究
で
、は
っ
き
り
し
た
効
果

を
伝
え
た
い
。
当
事
業
は
新
規

雇
用
者
数
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、既
に
北
尾
根
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
事
業
で
８
人
の
新
規
雇

用
。ラ
ン
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

ス
タ
ッ
フ
採
用
説
明
会
に
30
名

を
超
え
る
参
加
者
。こ
れ
も
大

き
な
経
済
効
果
に
つ
な
が
る
。

問
当
村
の
企
画
力
は
ど
う

向
上
し
た
の
か
。

答
働
き
方
改
革
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
職
員
40

名
ほ
ど
が
参
加
。資
質
向
上
へ

の
提
案
が
１
１
１
項
目
も
出
さ

れ
た
。任
意
参
加
の
村
の
課
題

克
服
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、白

馬
版
産
業
連
関
表
策
定
や
小
水

力
の
発
電
施
設
を
検
討
。職
員

の
積
極
性
、仕
事
へ
の
意
欲
を

引
き
出
し
、目
的
達
成
の
た
め

の
す
べ
き
こ
と
を
提
案
。発
想

力
や
企
画
力
を
高
め
た
も
の
と

確
信
。

問
前
述
の
事
業
を
自
立
に

向
け
て
ど
う
繋
げ
て
い

く
予
定
か
、ま
た
そ
の
将
来
像

は
。

答
リ
ゾ
ー
ト
地
は「
訪
ね
た

い
、見
た
い
」か
ら「
住
み

た
い
、暮
ら
し
た
い
」に
し
て
い

く
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
が
重
要
。

心
地
よ
さ
と
に
ぎ
わ
い
を
も
た

ら
す
空
間
デ
ザ
イ
ン
、住
民
の

生
活
の
質
を
高
め
る
環
境
が
重

要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、藤
本
氏

が
端
緒
を
つ
け
た
事
業
は
い
ず

れ
も
深
く
関
連
し
て
お
り
、自

立
に
向
け
て
繋
が
っ
て
い
る
。

答

問 総合戦略の指標を
変更した理由は
具体的な取組みに
繋げる指標にした

【
白
馬
村
第
5
次
総
合
計

画
・
総
合
戦
略
評
価
】

問
白
馬
村
総
合
戦
略
評
価

シ
ー
ト
の
、地
域
の
資
源

と
人
を
活
か
し
た『
し
ご
と
』を

創
出
す
る「
新
規
正
規
雇
用
者

数
」Ｋ
Ｐ
Ｉ
注
を「
大
北
地
区
企

業
説
明
会
白
馬
高
校
か
ら
の
参

加
者
」に
変
更
し
た
理
由
は
。

答
国
際
観
光
科
の
生
徒
は

人
材
と
い
う
資
源
。
当

村
で
就
労
、定
着
し
世
界
水
準

の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
と
な
る
村
を

牽
引
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い

が
あ
る
。企
業
説
明
会
は
村
の

企
業
、仕
事
を
知
っ
て
も
ら
う

貴
重
な
機
会
。地
域
資
源
の
活

用
、安
定
的
な
雇
用
の
場
と
雇

用
の
機
会
の
創
出
と
い
う
点
か

ら
、よ
り
具
体
的
な
取
り
組
み

と
結
び
つ
く
重
要
業
績
指
標
と

し
て
変
更
を
行
な
っ
た
。

問
指
標
の
設
定
が
適
切
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
。

答
検
証
を
繰
り
返
し
、見
直

す
べ
き
と
判
断
し
た
Ｋ

Ｐ
Ｉ
は
見
直
す
。ど
う
見
直
し

た
か
わ
か
る
よ
う
な
記
載
に
心

が
け
て
い
る
。検
証
に
伴
い
実

情
に
合
っ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
設
定
に

す
る
。

Ｋ
Ｐ
Ｉ
注

　
重
要
業
績
評
価
指
数

伊藤 まゆみ 議員

藤
本
氏
採
用
で
村
の
企
画
力
は
向
上
し
た
か

答 問
積
極
性
を
引
出
し
発
想
力
等
の
向
上
を
確
信

藤本氏が手掛けた観光財源検討委員会で
このような論点も議論されていれば、

421軒の徴収義務者拒否は防げたのでは…。
（PHP・ポリシィ・リビュー　2019.10.25）
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【
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
】問

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
は
大
変
重
要
な
計

画
。人
口
減
少
や
将
来
財
政
を

考
慮
し
、77
あ
る
公
共
施
設
の

必
須
総
量
縮
減
率
を
15
％
と
し

た
同
計
画
書
で
の
、山
小
屋
、学

校
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
個

別
計
画
は
。

答
山
小
屋
の
天
狗
山
荘
と

八
方
池
山
荘
は
、軽
微
な

修
繕
を
し
つ
つ
維
持
す
る
。頂

上
宿
舎
と
猿
倉
荘
は
、譲
渡
又

は
一
部
取
り
壊
す
方
向
で
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。学
校

の
更
新
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る

が
、財
政
状
況
か
ら
長
寿
命
化

計
画
は
樹
立
し
て
あ
る
。耐
用

年
数
か
ら
す
れ
ば
、あ
り
方
を

検
討
す
る
時
期
は
迎
え
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
は
、コ
ス

ト
削
減
と
使
用
料
見
直
し
の
検

討
に
入
る
。

問
取
り
壊
し
又
は
売
却
対

象
と
し
て
い
る
施
設
は
。

答
施
設
名
は
公
表
で
き
な

い
が
、現
時
点
で
は
12
施

設
を
予
定
。

問
出
揃
っ
た
個
別
計
画
で

総
量
縮
減
率
15
％
は
達

成
で
き
る
の
か
。

答
延
床
面
積
で
は
達
成
で

き
て
い
な
い
。
現
在
そ

の
目
標
値
に
向
け
た
調
整
と
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
作
業
中
。

問
両
小
学
校
と
も
ま
も
な

く
築
50
年
。村
長
は
、学

校
統
合
に
対
し「
タ
ブ
ー
に
手

を
つ
け
る
。」と
発
言
し
た
。大

町
市
は
大
変
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

旧
市
内
の
小
中
学
校
の
削
減
計

画
の
素
案
を
出
し
た
。本
村
で

の
検
討
委
員
会
設
置
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答

 

教
育
長 

令
和
２
年
度

に「
あ
り
方
検
討
委
員

会
」を
設
置
す
る
。

問
作
成
中
の
立
地
適
正
化

計
画
は
、作
る
意
味
が
な

く
予
算
が
も
っ
た
い
な
い
計
画
。

意
味
を
持
た
せ
る
た
め
図
書
館

と
統
合
小
学
校
を
ど
こ
に
造
る

か
、こ
こ
で
定
め
て
は
ど
う
か
。

答
都
市
機
能
誘
導
区
域
は
、

確
か
に
公
共
施
設
を
立

地
す
る
区
域
だ
が
、面
的
に
は

決
め
ら
れ
て
も
点
で
は
落
と
せ

な
い
。

問
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド

が
大
事
。
図
書
館
複
合

施
設
を
造
る
な
ら
な
お
さ
ら
。

「
庄
屋
ま
る
は
ち
」の
売
却
又
は

格
安
の
指
定
管
理
料
の
見
直
し

の
考
え
は
。神
城
多
目
的
施
設

は
、加
工
場
を
除
き
使
わ
れ
な

く
な
っ
て
か
ら
汚
く
み
す
ぼ
ら

し
い
。解
体
撤
去
の
考
え
は
。

答
「
庄
屋
ま
る
は
ち
」の
指

定
管
理
料
は
確
か
に
安

い
。営
業
状
況
を
確
認
し
て
考

え
て
い
く
。神
城
多
目
的
は
指

摘
を
受
け
止
め
再
検
討
し
た
い
。

問
削
減
不
可
能
な
イ
ン
フ

ラ（
上
水
道
管
、道
路
な

ど
）の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。

こ
の
計
画
に
本
気
度
を
持
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
し
削
減
目
標
が
達
成
で
き
な

け
れ
ば
、そ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
相
当
な
も
の
と
予
想
さ

れ
る
図
書
館
複
合
施
設
は
、先

延
ば
し
す
る
し
か
な
い
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答

 

村
長 

図
書
館
複
合
施

設
計
画
は
、今
の
と
こ
ろ

は
予
定
ど
お
り
進
め
た
い
。任

期
中
に
は
目
途
を
立
て
た
い
。

丸山 勇太郎 議員

老
朽
化
の
激
し
い
両
小
学
校
の
統
合
検
討
は

答 問
来
年
度
、あ
り
方
検
討
委
員
会
を
設
置
す
る

築５０年になる北小北校舎は、老朽建物に耐震化工事を施した結果、
出入口が１カ所しかない普通教室が３つ、特別教室が 3つもある。

南小の築年数もほぼ同じ。学校統合検討には早急に着手しなければならない。
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【
氷
河
認
定
】

問
鹿
島
槍
氷
河
と
共
に
２

か
所
氷
河
を
間
近
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
村
に
な
っ
た
。

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
活
用

は
。答

氷
河
の
価
値
を
住
民
が

理
解
す
る
こ
と
が
ま
ず

必
要
。新
潟
大
学
の
報
告
な
ど

の
機
会
を
継
続
的
に
設
け
、観

光
資
源
と
し
て
の
活
用
に
結
び

つ
け
た
い
。

問
認
定
に
至
る
ま
で
の
経

過
や
模
型
作
り
等
資
料

を
作
る
考
え
は
。

答
白
馬
沢
雪
渓
、杓
子
沢
雪

渓
、不
帰
沢
雪
渓
が
氷
河

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
や
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う
唐
松
沢
氷

河
の
変
化
に
つ
い
て
も
調
査
を

考
え
て
い
る
。継
続
し
て
調
査

が
必
要
で
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。

問
地
球
温
暖
化
傾
向
に
あ

る
現
在
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア

ル
プ
ス
地
域
で
は
将
来
に
お
い

て
氷
河
消
滅
の
危
機
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。対
策
条
例
の
制
定

な
ど
を
視
野
に
、国
内
外
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
も
義
務
付
け

ら
れ
た
の
で
は
と
思
う
が
。　　
　
　
　
　
　
　

答
気
候
非
常
事
態
宣
言
を

し
た
。
こ
の
危
機
的
状

況
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ
ト

す
る
な
ど
持
続
可
能
な
社
会
へ

の
実
現
に
向
け
た
活
動
に
取
り

組
む
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
不
協
和
音
が
感
じ
ら
れ

る
村
の
観
光
地
経
営
だ

が
、村
民
と
共
に
知
恵
を
出
し

合
い
、「
氷
河
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と

名
付
け
て
村
内
外
に
発
信
す
る

考
え
は
。　

答
他
の
雪
渓
が
氷
河
と
認

定
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
実
現
で
き
る
の
で
は
。今
の

と
こ
ろ
発
信
す
る
に
は
訴
求
力

に
は
乏
し
い
。

答

問 民生児童委員
サポーター制度
の導入は
委員負担が増大のため、
前向きに検討

【
改
選
さ
れ
た
民
生
児
童
委

員
】問

民
生
児
童
委
員
活
動
の

現
状
と
課
題
は
。

答
令
和
元
年
12
月
、厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
、21
名
の
内
15
名
が
新
任
と

な
り
６
名
が
再
任
。少
子
高
齢

化
等
に
よ
る
個
々
の
価
値
観
の

相
違
や
生
活
環
境
の
多
様
化
に

よ
り
、支
援
の
困
難
性
も
増
加

し
て
い
る
。ま
た
、個
人
情
報
保

護
に
伴
う
活
動
の
難
し
さ
も
あ

る
。関
係
機
関
と
と
も
に
必
要

な
支
援
や
情
報
の
提
供
を
行
い
、

毎
月
の
定
例
会
が
委
員
相
互
の

助
け
合
い
や
、支
え
合
い
の
場

と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問
区
未
加
入
の
方
で
、支
援

の
必
要
な
方
の
対
応
は
。

答
分
け
隔
て
な
く
対
応
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

行
政
区
の
加
入
・
未
加
入
や
、住

所
の
有
無
に
よ
っ
て
支
援
の
必

要
な
方
へ
の
対

応
が
変
わ
る
こ

と
は
基
本
的
に

な
い
。

問
全
国
で
サ

ポ
ー
タ
ー

制
度
を
取
り
入

れ
て
い
る
市
町

村
が
増
え
て
い

る
が
。

答
委
員
活
動

は
、
困
難

を
抱
え
て
い
る

住
民
の
方
々
へ
、

最
初
に
救
い
の

手
を
差
し
伸
べ
、

必
要
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
機

関
に
つ
な
ぐ
地

域
福
祉
の
重
要

な
柱
で
あ
る
。そ

の
一
方
、委
員
取
り
巻
く
環
境

は
、福
祉
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
複

雑
化
に
伴
い
、委
員
負
担
も
増

大
し
て
い
る
。例
え
ば
、前
任
の

民
生
児
童
委
員
さ
ん
に
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

な
ど
に
よ
り
、負
担
軽
減
や
、な

り
手
不
足
の
解
消
に
繋
が
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
前
向

き
に
検
討
す
る
。

田中 榮一 議員

氷
河
を
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
活
用
は

答 問
氷
河
の
価
値
の
住
民
理
解
が
ま
ず
必
要

遠見尾根から身近に見える鹿島槍カクネ里氷河
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【
公
共
交
通
】

問
白
馬
村
公
共
交
通
網
形

成
計
画
は
6
年
と
し
て

い
る
が
、村
長
任
期
中
の
実
施

は
。答

計
画
に
沿
う
こ
と
は
当

然
で
す
が
、計
画
期
間
内

で
あ
っ
て
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

つ
と
共
に
丁
寧
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問
高
齢
者
に
運
転
免
許
証

自
主
返
納
を
推
奨
し
て

い
る
が
、返
納
者
へ
の
支
援
事

業
は
。　

答
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
利

用
券
33
枚
を
1
回
限
り

交
付
。
今
年
度
よ
り
運
転
経
歴

証
明
書
の
提
示
に
よ
り
、利
用

回
数
券
が
半
額
で
購
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

問
今
ま
で
免
許
証
を
持
っ

て
い
な
い
方
は
、満
額

３
０
０
円
で
乗
っ
て
い
る
が
、

不
公
平
で
は
な
い
か
。

答
 

健
康
福
祉
課
長 

免
許

を
も
と
も
と
持
た
な
い

方
、免
許
を
流
し
た
方
に
つ
い

て
は
、半
額
の
対
象
に
な
ら
な

い
の
で
、検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。問

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の

村
の
考
え
は
。

答
総
務
課
と
教
育
委
員
会

で
検
討
中
で
す
。

問
公
共
交
通
と
は
、不
特
定

多
数
の
方
が
利
用
で
き

る
交
通
網
と
謳
わ
れ
て
い
る
。

村
で
今
検
討
し
て
い
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
は
、対
象
は
不
特
定
多

数
で
は
な
く
、小
学
生
、子
供
だ

け
に
な
る
の
で
、公
共
交
通
に

当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

答

 

総
務
課
長 

確
か
に
公

共
交
通
の
定
義
は
、不
特

定
多
数
の
方
が
制
限
な
く
乗
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
限
ら
ず
デ
マ
ン
ド
に

関
し
て
も
、時
間
帯
、ス
ク
ー
ル

バ
ス
と
し
て
の
活
用
、資
源
等

の
調
整
を
し
、意
見
交
換
を
し

て
作
業
を
進
め
て
い
る
と
い
う

状
況
で
す
。

答

問 有収水量（水道料）
の向上計画は
目標に向かって
進めていきたい

【
村
民
に
寄
り
添
う
村
政
】

問
村
の
水
道
事
業
の
状
況

で
、有
収
水
量（
一
般
家

庭
の
水
道
料
）
が
配
水
量
の

46
・
６
％
。水
道
管
が
古
く
、少

し
ず
つ
漏
水
し
て
い
て
も
わ
か

ら
な
い
。
村
内
管
路
施
設
約

２
０
０
㎞
の
内
、法
定
耐
用
年

数
の
40
年
が
過
ぎ
て
い
る
水
道

管
が
66
㎞
を
超
え
今
後
も
増
加

傾
向
に
あ
る
。一
番
大
事
な
こ

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
工
事
に
つ

い
て
、ま
ず
、や
る
べ
き
と
思
う

が
。答

 

上
下
水
道
課
長 

特
に
、

源
太
郎
の
水
系
の
漏
水

量
が
多
く
夜
間
で
も
か
な
り
配

水
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
漏
水

の
認
識
を
今
回
の
決
算
を
見
て

思
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、来
年

度
は
建
設
事
務
所
の
関
係
で
大

型
水
道
管
布
設

替
え
工
事
が
多

く
、現
在
の
体
制

で
は
、そ
れ
に
対

応
す
る
だ
け
で

精
一
杯
で
す
。

し
か
し
、こ
の
漏

水
を
放
っ
て
お

く
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
の
で
、

何
ら
か
の
調
査

方
式
、ま
た
委
託

等
も
検
討
し
な

が
ら
、少
し
で
も

有
収
水
量
を
向

上
さ
せ
、目
標
に

向
か
っ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
、

現
在
は
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
昨
年
の
質
問
か
ら
進
展

が
な
い
の
で
再
度
伺
う

が
、移
住
促
進
の
た
め
の
土
地

開
発
公
社
の
再
開
や
村
営
霊
園

事
業
の
計
画
の
考
え
は
。

答
村
の
財
政
は
大
型
事
業

が
続
き
厳
し
い
状
況
で

あ
り
、実
施
計
画
に
な
い
新
規

事
業
の
計
画
は
困
難
で
あ
る
と

認
識
し
、提
案
と
し
て
受
け
止

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

太田 伸子 議員

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
支
援
事
業
は

答 問
今
後
、利
用
回
数
券
が
半
額
で
購
入
で
き
る

白馬村のマンホール。村花カタクリと白馬三山。
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11月19日、学校関係者との懇談会を開催しました。テーマは、教職員の働き方改革、いじめ・学習障害の有無、施設
への要望、スクールバスへの学校側としての意見等をお聞きしました。

特に先生方が苦慮されているのが、相変わらずの残業の多さ。出来るだけ残業を減らすため、タイムカードの導入、
早朝出勤、部活動への地域協力など、様々な努力をされていることに頭の下がる思いでした。

いじめは悪質・陰湿な事案はなく、白馬人は気持ちが優しく教育者もギスギスしていない。今はフリースクール的
なことは考えないでよいとのこと。

スクールバスは、学校業務の範疇外であるが、バス乗降前後の安全確保が課題と認識。実施するなら歩かせたい保
護者もいることを踏まえて選択肢を与えてほしい。中学校は、部活動により下校時間を揃えることは難しく、学校長
としては必要ない。とのご意見でした。

教育現場の生の声を受け止めさせていただく貴重な場となりました。

委
員
会
掲
示
板

学校関係者との懇談会 

観光局関係報告 補正予算・ＦＷＴ2019決算 

ご意見を
お寄せください。
85-0725（直通）

72-7001（ファックス）

                  委員会も傍聴できます 　
次の定例会は　3月　　本会議はユーテレ白馬でご覧いただけます

むらの未来が見える
令和元年第４回定例会の傍聴者延べ 27 名

（本会議 7 名）

表紙の写真説明
令和元年10月5・6日　HAKUBA山フェスタ
白馬山案内人組合創立100周年記念イベントとして白馬村ウイング
21で開催されました。
基調講演、トークショーや村男に挑戦「じゃんけんぽん」など多数のイ
ベントが開催され、村内外から多くの山岳ファンの来場がありました。
パネルディスカッションでは、「ハクバかシロウマかどっちがホント？」
をテーマに語られ、確定的な答えを出すことは困難なことらしいのですが、
山案内人の意見として「ハクバ」に軍配を上げていました。

■Ⅱ.村負担金の内訳
項　目 金　額 内　訳

1.事業費・職員費負担金（1）+（2） 62,825,000
（1）事業費負担額（①+②+③+④） 22,615,000

　①主催イベント事業 10,915,000 塩の道祭4,500,000、開山祭1,345,000、温泉フェア・そば祭70,000、
花三昧5,000,000

　②営業費+村重点事業（自転車関連事業） 6,500,000 営業費5,500,000、サイクリング・MTB1,000,000
　③公式パンフレット制作費 5,200,000 公式パンフレット制作費 5,200,000
　④グリーン期シャトルバス運行事業費 0 白馬シャトル運行6,500,000⇒0円

※村9月補正で地方創生推進交付金対象事業に振替により減額
（2）職員費負担額 40,210,000 職員費支出予算額40,210,000

2.地方創生推進交付金事業負担金 34,900,000

①FWT事業	   7,900,000　※H29〜R1年度
②グランピング事業	 17,000,000　※H30〜R4年度
※�村9月補正で白馬シャトル運行事業負担金を推進交付金対象事業負

担金に振替により6,500,000円増額
③ドローン事業	 10,000,000　※R1〜R3年度

3.マーケティング事業負担金 2,500,000 ドコモモバイル空間統計による2019年月別観光客（日帰り・宿泊）推計
合　計 100,225,000

補正予算
交付金の交付に伴い、村負担分を650万円減額し、ＦＷＴ事業、グランピング事業、ドローン事業に対する地方創

生推進交付金事業負担金2840万円を3490万円に補正（村負担金の内訳は下記参照）。
ＦＷＴ決算

収入合計は交付金5000万円、ＦＷＴ事務局本部からの5000万円等で１億1828万円、支出合計はＦＷＴマネージ
メントの契約金5429万円、映像制作費2666万円、大会管理費1992万円等のＦＷＴマネージメントに5000万円の
合計１億429万円。次年度繰り越し金は1398万円。

今後の予定に関する質問で、観光局事務局長からは、山案内人組合等から今後の継続を望む声があり、また長野県
がハクバ・バレーに対して補助金を出す可能性があることから、2000万円位で国内大会を計画したい、と説明があ
りました。

負担額の合計は約１億だが、交付金が3500万円ほどあるため、実質は約6500万円程度。

産業経済委員会

総務社会委員会
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生涯健康でありたい

令和2年1月31日発行 表紙写真説明は19ページに

131

■村民と議会との意見交換会
未来を見据える観光
観光財源に活発な意見発言………………………２p

■常任委員会審議　　　
新防災情報システム事業費固まる………………………………4p
営業施設合併浄化槽、国は助成対象外へ ………………………5p

■委員会掲示板
学校教育関係者との懇談会・観光局関係報告 ……………… 1９p

■夢・私たちに。「わたしのひとこと」………………………… 20p

■ 村政を問う　一般質問 ………………… 8p
・気候危機への村の姿勢を示すべきでは ………9p
・白沢トレッキングコースの整備目的は………10p
・浄化センターの安全基準は …………………11p
・来年度、通学バス予算を計上するか ………12p
・今後、森林整備に必要な金額は ……………13p
・駆除活動をしている猟友会員の現状は ……14p
・藤本氏採用で村の企画力は向上したか ……15p
・老朽化の激しい両小学校の統合検討は ……16p
・氷河を観光スポットとしての活用は …………17p
・運転免許証自主返納者への支援事業は ……18p

「ハクバかシロウマか　どっちがホント？」
白馬山案内人組合創立100周年記念イベント

HAKUBA山フェスタ

「ハクバかシロウマか　どっちがホント？」
白馬山案内人組合創立100周年記念イベント

HAKUBA山フェスタ

あ

と

が

き

猫も家族

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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白馬村でのライフスタイル

私は現在28歳で、25歳の時に結婚
を機に白馬村へ移住しました。白馬
村へ移住前は都内の通信関係の会社
で営業の仕事に携わっていました。
現在は村内のモンスタークリフ株式
会社にお世話になり、約３年が経過
しました。

モンスタークリフでは不要になっ
たスキー・スノーボード用品を買取し、
必要な方へ再生し販売をしています。
現在の仕事をしていく中での一番の
やりがいは不要な人にとっても、必
要としている方にとっても「助かり
ます！」「ありがとう」と言って頂け
る事です。そしてウィンタースポー
ツ用品のゴミを出さないをモットー
として今の環境・エコ問題にも全力
で立ち向かっていける事が楽しく、
日々の仕事が病みつきになります。

プライベートでは北アルプスでト
レイルランニングやロードバイク等
で仕事も遊びも日々全力で白馬を満
喫しています。

私達夫婦は、令和元年に金婚式を
迎えました。それぞれが、がまん我慢
で過ごしました。我慢の50年を今何
かに差し替える事はできませんが、
今年からの人生の最終章は我慢を超
えて前向きに明るく生きたいと2人
で思っています。うれしいことに実
家の母も体操教室へ通い、自分の意
見をきちんと持ち前向きで愚痴を言
いません。母を見習いながら頑張ろ
うと話しています。

今、私たちの和みといえば、息子が
連れてきた猫の琥珀です。琥珀は私
達より遥かに利口で、人間と同じよ
うに喜怒哀楽を駆使し自分の存在を
認めさせています。一生懸命生きる
姿から笑いも生まれ家を温かくして
います。私たちが琥珀になつかされ
ているようです。

災害が頻繁に起こり不安な先行き
ですが、夫婦で何が来ても自力で乗
り切る力を残し、岳に慰められながら、
小さくそれこそ小さく暮らしていく
事ができれば幸せだと思っています。

令和元年12月16日、ザ・ビック広場
で開催されていた、「いやしのステー
ション店」会場に興味本位で健康器
具体験研修会に参加しました。

健康の原点はバランスのとれた食
事・澄んだ水と空気・病気より健康・
治療より予防・介護より自立等の生
活環境の改善が基軸との講義内容で
した。白馬の飲料水・空気・食料品等
の現状報告があり、水道水の評価が
想定より低く意外でした。

また、日本の老衰死率は 1％で、他
は病死や不慮の事故死とのことです。

「いやしのステーション」に村民受講
者は延べ約2,000人を超え、更に器具
使用で効果があると答えた人達が多
く、90数台の器具を買い求めたと聞
いております。

お互いに健康が、第一です。村民の
健康志向を論破し、多年の経験と知
識を融合させた健康への確立を願っ
ております。

八方　中沢　直人飯田　松本　典子 白馬町　福島　淳二


